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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

コミッショナー研修所セッションの目標・指導上のねらい 

セッション名 目  標 指導上のねらい 

１．コミッショナ

ー研修所につ

いて       

 

 (６０分) 

１．コミッショナー研修所の目

的と目標を理解する。                                            

２．コミッショナー研修所にお

ける各セッションの関連

について理解する。 

３．コミッショナー研修所の進

め方を理解する。 

１．コミッショナー研修所の目的と目標を確認し、参加意識を高

める。 

２．コミッショナー研修所における各セッションの関連について

理解させる。 

３．コミッショナー研修所の進め方を理解させ、不安を取り除く

とともに参加意識を高め、研修期間を通しての積極的な参加

を促す。 

４．学習環境と活用できるリソースを知らせる。 

２．組織について                  

 

（９０分） 

１．地区、県連盟の組織と機能

を理解する。 

２．各種コミッショナーの組織

における位置付けと選任

について理解する。 

１．地区及び県連盟の組織的な運営が、スカウト運動の推進の重

要な機能（役割）を果たすことを理解させる。 

２．地区及び県連盟の各組織について、それぞれ設置と構成、目

的が明確に規定されていることを理解させる。 

３．地区及び県連盟の組織の中で、各種コミッショナーは特に教

育面、指導面を推進することを理解させる。 

４．各種コミッショナーの選任基準、選任・委嘱の手続きを知る

ことにより、コミッショナーに求められる資質や責任ある立

場であることを理解させる。 

３．コミッショナ

ーについて 

  

（７５分） 

１．各種コミッショナーの任務

を理解する。 

２．各種コミッショナーの業務

の概要を理解する。 

１．各種コミッショナーの任務を果たす重要性や、コミッショナ

ーは実動を伴うものであり、名誉職ではないことを確認させ

る。 

２．各種コミッショナーの業務は多岐にわたり、かつ継続した活

動が必要であることを理解させる。 

３．コミッショナーの役務とトレーナーの役務の違いについて理

解させる。 

４．コミッショナ

ーの活動 

   

（１０５分） 

１．各種コミッショナーの日常

業務について認識する。 

２．各種コミッショナーの日常

業務の進め方について理

解する。 

 

１．各種コミッショナーの日常業務（日常の活動）にはどのよう

なものがあるかを団担当コミッショナー、地区（副）コミッ

ショナー、県連盟（副）コミッショナーの関連、組織との関

連を示しながら全体像を理解させる。 

２．現状把握から施策的評価までの流れと業務について理解させ

る。 

３．個々の指導者に必要とされる研修の提供とそのタイミング、

研修前・後の支援の必要性について理解させる。 

５．団と隊              

 

 (１２０分) 

１．団、隊の組織と機能を説明

できる。 

２．団・隊運営の問題点を抽出

できる。 

１．コミッショナーとして団委員会の役割と機能を明確に理解さ

せ、支援を行う場合にわかりやすく説明できるようにする。 

２．コミッショナーとして隊指導者（特に隊長）の役割を明確に

理解させ、支援を行う場合にわかりやすく説明できるように

する。 

３．団と隊の関連（団委員会は隊活動への支援をすることが主た

る役割であること等）についてわかりやすく説明できるよう

にする。 

４．団はスカウト教育を実施する身近で有効な組織であることを

理解させる。 

５．隊は、スカウトに直接関わり、指導できる身近で最小の組織

（単位）であることを理解させる。 

６．育成会は団を有形・無形で支える有力な助っ人であり、いろ

いろな方法で支援を受けられるように努力する必要がある

ことを理解させる。 

７．団、隊の組織と機能を理解することで、支援するための基本

的情報となる団・隊運営の問題点を抽出できるようにする。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

セッション名 目  標 指導上のねらい 

６．コミッショナ

ーの活動と評

価  

 

（５７０分） 

１．団運営に対する支援ができ

る。 

２．隊運営に対する支援ができ

る。 

３．日常業務を進める上で必要

なコミッショナー間の連

携ができる。 

４．日常業務を進める上で必要

な組織との連携ができる。 

５．各種コミッショナーの活動

計画の立案と評価ができ

る。 

１．現実に近い形で演習を行うことにより、コミッショナー相互

の協力体制、組織との連携が必要であることを理解させる。 

２．隊、団への支援策にはさまざまな形態や手法があり、コミッ

ショナーはそれらを効果的に活用し隊、団への支援を行うこ

とを理解させる。 

３．コミッショナーの活動は隊、団の現状を把握することから始

まることを理解させる。                                                   

４．隊･団への支援において、指導者の確保、養成に関わること

が多くかつ重要であることを理解させる。 

５．定型訓練の訓練目標や内容を理解し、訓練・研修のニーズが

満たされるかどうか判断できなければならないことを理解

させる。 

６．活動計画の立案に当たっては、コミッショナーグループ内で

の計画内容の評価が重要であり、相互評価ができるようにす

る。 

７．コミッショナ

ーに求められ

る資質              

 

（１２０分） 

１．任務を果たす上で必要な知

識、技能、態度を知る。 

２．任務を果たす上で自己に不

足する知識、技能、態度を

身につけるための自己研

修計画を立案できる。 

１．本コースのセッションを通じて自己に不足する知識、技能、

態度について検討することにより、今後の自己研修意欲を高

める。 

２．コミッショナーに求められる知識、技能、態度はスカウティ

ングを遂行するに必要な基本的な知識、技能、態度とコミッ

ショナー特有の知識、技能、態度があることを理解させる。 

３．自己研修計画を作成し、よりよいコミッショナーに向けての

目標設定を行ない、実践ができるようにさせる。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

コミッショナー研修所「課題研修」 

課 題 

   

課題１． 

日本連盟教育規程にあるコミッショナー関連の項目を読んで理解し、指導を受けた内

容を記述してください。 

 

 

課題２． 

下記の書籍を熟読し、指導を受けた内容を記述してください。 

① コミッショナーハンドブック 

② 団の運営と団委員会 

③ ボーイスカウト隊リーダーハンドブック 

④ ボーイスカウト日本連盟の指導者養成体制 

 

 

課題３． 

あなたの担当する団、あるいは地区、県連盟における現状を把握し、問題点を列挙し

てください。（現在コミッショナーでない場合は、自団の問題点について） 

 

 

課題４． 

コミッショナー活動において重点的な取り組み中の課題、及び取り組み予定の課題を

列挙してください。なお、「取り組み中」「取り組み予定」が分かるように整理してく

ださい。（現在コミッショナーでない場合は、県連盟、自地区のコミッショナー活動の

重点的な課題について） 

 

 

 

なお、この「課題研修」の履修認定者は、日本連盟リーダートレーナーです。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

                      

開所式プログラム                           （３０分）  

１．開式のことば 

  ２．国旗儀礼（国旗掲揚） 

  ３．国歌斉唱 

  ４．主催者挨拶、所長紹介 

  ５．所長挨拶 

  ６．所員紹介 

  ７．来賓挨拶 

  ８．来賓紹介 

  ９．連盟歌斉唱 

  10．閉式のことば 

 

  

 ねらい 

 ・ 参加者に本コースへの積極的参加を再確認させ、学習意欲を高める場とする。 

  

 

 留意点 

・ コミッショナー研修所を始めるのに相応しい場所を選定する。 

・ 参加者に、研修に対する意欲と安心感を持たせるよう、挨拶や雰囲気にづくりに留意する。 

 

 

 準備品 

・ 国旗一式 

・ 開所式式次第 

・ 参加者、来賓、スタッフ等名簿 
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セッションの運営 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞ 

資料の事前送付はしないでください。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

§１ コミッショナー研修所について 
                   第１日 １１時００分～１２時００分（６０分間） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１． コミッショナー研修所の目的と目標を理解する。 

２． コミッショナー研修所における各セッションの関連について理解する。 

３． コミッショナー研修所の進め方を理解する。 

 

指導上のねらい 

１．コミッショナー研修所の目的と目標を確認し、参加意識を高める。 

２．コミッショナー研修所における各セッションの関連について理解させる。 

３．コミッショナー研修所の進め方を理解させ、不安を取り除くとともに参加意識を高め、

研修期間を通しての積極的な参加を促す。 

４．学習環境と活用できるリソースを知らせる。 

 

 

スタッフの仕事（依頼事項） 

グループタイムの活用により、チームビルドを図る 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト「コミッショナー研修所の目的と目標」（Ｐ.26 参照） 

・会場案内図 

・オリエンテーションノート 

 

セッション運営要項作成にあたって                   

１．セッションの概要と展望 

・当コースの進め方の基本となるセッションであるため、所長が担当し、所員全員が参 

加する。 

・大半の参加者がコース参加に緊張を持っており、コースの内容と展開に不安を持って 

いるので、その緊張と不安が安らぐように講義の進め方や内容について工夫する。 

・当コースの理解が修了後もその確認を容易にするために教育規程の該当項目、｢コミ 

ッショナーハンドブック｣の記載部分を紹介しながらセッションを進めることに努め 

る。 

 

（１）歓迎のことば 

（２）スタッフ紹介 

   

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

 （１）目的と目標 

   ・本コースの目的及び目標について説明する。 

   ・本コースのセッションの概要及び関連性について説明する。 

   ・グループの編成、チューターの配置など、本コースの運営方法について説明する。 

   ・目標達成のためには、参加者の積極的な取組み姿勢が必要であることを説明する。 

 （２）オリエンテーション 

・グループごとにチューターにより、オリエンテーションを行う。 

   ・オリエンテーションとして伝えなければならないことは、予めノートを作成して、

簡潔に説明する。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

まとめは行わない。 

 

 

  ≪ グループタイム ≫  １２時００分～１３時００分 

・セッション終了後、グループタイムに移行する。 

・昼食を配布し、昼食を食べながらグループタイムを進める。 

 

 （グループタイムのねらい） 

・グループ内の仲間を知り、チームビルドの向上を図る。 

・事前に提出している課題や研修ニーズを各自で再確認する。また、参加者の研修ニ

ーズが本コースの目的・目標に合わず、本コースの中で満足させられない場合があ

る事を知らせる。 

・グループ内の他の参加者の課題・研修ニーズを知る。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

§２ 組織について 
                   第１日 １３時００分～１４時３０分（９０分間） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１． 地区、県連盟の組織と機能を理解する。 

２．各種コミッショナーの組織における位置付けと選任について理解する。 

 

指導上のねらい 

１．地区及び県連盟の組織的な運営が、スカウト運動の推進の重要な機能（役割）を果たす

ことを理解させる。 

２．地区及び県連盟の各組織について、それぞれ設置と構成、目的が明確に規定されている

ことを理解させる。 

３．地区及び県連盟の組織の中で、各種コミッショナーは特に教育面、指導面を推進するこ

とを理解させる。 

４．各種コミッショナーの選任基準、選任・委嘱の手続きを知ることにより、コミッショナ

ーに求められる資質や責任ある立場であることを理解させる。 

 

スタッフの仕事（依頼事項） 

 

 

準備品(資材・資料) 

・日本連盟規程集 

・ハンドアウト「各種コミッショナーと組織の関連」（Ｐ.26 参照） 

 

セッション運営要項作成にあたって                   

１．セッションの概要と展望 

（１）スカウト運動の推進のためには、地区及び県連盟の運営が重要である。 

（２）地区及び県連盟の運営の要として、各種コミッショナーの適切で効果的な活動が求

められている。 

（３）各種コミッショナーは、教育面、指導面を適正に推進していく中心的な役割を担う

ことから、一定の基準・要件を考慮して選任・委嘱されている。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）地区、県連盟の組織概要について 

・スカウト教育の運営上の単位である団の支援 

・地区役員、県連盟役員の任務と取り組む姿勢・心構え 

（２）県連盟組織について 

①県連盟の組織 

・設置・構成及び設置の目的 (教育規程４-１、４－２)  

・県連盟理事会の構成と機能 (教育規程４-４)  

・県連盟内コミッショナー会議 (教育規程４-５)  

・各種運営委員会の構成と機能 (教育規程４-７)  

・県連盟事務局の業務 (教育規程４-１４、４-１５)  

②県連盟の運営 

・資金 (教育規程４-１６)  

・意思決定機関・・・年次総会、理事会他 (教育規程４-３、４-４)  

・各組織の構成員 (教育規程４-９～４-１３、４-１５、４-１９)  

・事業計画と事業実施 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

（３）地区組織について 

①地区の組織 

・地区の設置・・・県連盟理事会が設置する 

・地区協議会の構成と機能 

・地区委員会の構成と機能 

・各種運営委員会の構成と機能 

・地区事務長、会計の業務 

・県連盟との関連 

②地区の運営 

・資金 

・意思決定機関・・・地区協議会、地区委員会 

・事業計画と事業実施 

（４）県連盟コミッショナー、地区コミッショナー、団担当コミッショナーと組織の関連 

・各種コミッショナー間の縦のつながり 

・各種コミッショナーと県連盟、地区との横のつながり 

 （資料「各種コミッショナーと組織の関連」参照） 

（５）県連盟コミッショナー、地区コミッショナーの選任と委嘱 

①県連盟（副）コミッショナー （教育規程４-１９、４-２０） 

・選任・委嘱の手続き 

・任期 

・推薦条件（資質、研修歴） 

②地区（副）コミッショナー （教育規程５-８、５-９） 

     （県連盟コミッショナーに同じ） 

③団担当コミッショナー （教育規程４-２１） 

 （県連盟コミッショナーに同じ） 

     

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）地区、県連盟は加盟団へのサービス、支援をする機関である。加盟団は、そのサー

ビスを享受すると共に、団の存続に維持・発展など果たすべき義務も発生する。 

（２）コミッショナーは、スカウト運動の組織の中において教育面、指導面に関する責任

を負う重要な役務をもつ。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

§３ コミッショナーについて 
                   第１日 １４時４５分～１６時００分（７５分間） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．各種コミッショナーの任務を理解する。 

２．各種コミッショナーの業務の概要を理解する。 

 

指導上のねらい 

１．各種コミッショナーの任務を果たす重要性や、コミッショナーは実動を伴うものであり、

名誉職ではないことを確認させる。 

２．各種コミッショナーの業務は多岐にわたり、かつ継続した活動が必要であることを理解

させる。 

３．コミッショナーの役務とトレーナーの役務の違いについて理解させる。 

 

スタッフの仕事（依頼事項） 

 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト「各種コミッショナーの任務・業務等の概要」（Ｐ.27 参照） 

 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望 

（１）コミッショナーの任務について理解を深めてもらう。 

（２）コミッショナーの業務の概要について理解してもらう。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）コミッショナーとは 

①隊への巡回指導の歴史的経緯 

②団、隊への支援の重要性とコミッショナーに求められる役割 

（２）各種コミッショナーの任務 （教育規程４-１９、４-２１、５-８） 

・隊･団の充実に向けた「基本」と「実際」を踏まえた支援 

・目的、原理、方法といった普遍的なものの周知・普及と、これらに則した適正

な判断を行うこと（本運動の「守り手」） 

・教育プログラムとそれを支援する成人に関する調整、実施、推進（本運動の「担

い手」） 

・本運動の「守り手」「担い手」となって直接的、間接的に隊･団への支援 

・コミッショナーとトレーナーの関連性について具体的に説明 

      （兼務する場合の留意すべき点） 

（３）各種コミッショナーの業務の概要 

・資料「各種コミッショナーの任務・業務等の概要」を活用しながら説明 

・青少年のプログラムに関すること 

・アダルトリソーシスに関すること 

・組織及びコミュニケーションに関すること 

・地区コミッショナー、団・隊の指導・助言・援助に関すること 

・県連盟名誉会議を主宰すること（県連盟コミッショナー） 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）各種コミッショナーにより任務内容は多少異なるが、スカウト教育の純正な推進を

図る要であるといった基本的な任務に変わりはない。 

（２）すべてのコミッショナーの活動は、最終的に団、隊の機能向上に向けられたもので

ある。 

（３）各種コミッショナーの業務を適切に遂行すれば、当該担当の団・隊、地区、県連盟

のスカウト教育の成果は必ず向上する。 
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§４ コミッショナーの活動 
                  第１日 １６：１５～１８：００（１０５分） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．各種コミッショナーの日常業務について認識する。 

２．各種コミッショナーの日常業務の進め方について理解する 

 

 

指導上のねらい 

１．各種コミッショナーの日常業務（日常の活動）にはどのようなものがあるかを団担当コ

ミッショナー、地区（副）コミッショナー、県連盟（副）コミッショナーの関連、組織

との関連を示しながら全体像を理解させる。 

２．現状把握から施策的評価までの流れと業務について理解させる。 

３．個々の指導者に必要とされる研修の提供とそのタイミング、研修前・後の支援の必要性

について理解させる。 

 

スタッフの仕事 

 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト①「各種書式」（Ｐ.27 参照） 

・ハンドアウト②「コミッショナー業務の流れ（概要）」（Ｐ.28 参照） 

 ・§2ハンドアウト「各種コミッショナーと組織の関連」（Ｐ.26 参照） 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望 

（１）各種コミッショナーはそれぞれの任務を果たすために、日常の活動が重要である。 

（２）有効な日常業務の遂行のためには、各組織との相互連携が重要である。 

（３）情報収集・現状把握～施策的評価までの各段階の業務のポイントを明確にする。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）コミッショナーの業務概要 

①各種コミッショナーの業務 

団担当コミッショナー 地区コミッショナー 県連盟コミッショナー 

○出席する会議･集会 

 ・地区コミ会議（又は県コミ

会議） 

 ・担当団の諸会議（参席） 

 ・地区協議会総会 

○主宰する会議･集会 

 ・地区コミ会議 

○出席する会議･集会 

 ・ラウンドテーブル（参席） 

 ・地区協議会 

 ・地区委員会 

○主宰する会議･集会 

 ・県連盟内コミ会議 

 ・県連盟名誉会議（表彰規程･

基準、表彰申請の手続き、

審査、顕彰（披露、公表）

等 

○出席する会議･集会 

 ・全国県連盟コミッショナー

会議 

 ・県連盟総会 

 ・県連盟理事会 

 ・県連盟三役会 

 ・ブロック会議 

 ○団担当コミッショナーの推薦

（地区がある場合） 

○地区コミッショナーの推薦 

○団担当コミッショナーの推薦

（地区がない場合） 
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団担当コミッショナー 地区コミッショナー 県連盟コミッショナー 

 ○団担当コミッショナーへの助

言及び指導 

○地区コミッショナー、団担当

コミッショナーへの助言及び

指導 

 ○地区訓練方針の策定、指導者

養成組織（委員会、トレーニ

ングチーム）との共同 

 

○定型訓練の開設検討、定型外

訓練の企画 

 

○県連盟訓練方針の策定、指導

者養成組織との共同（委員会、

トレーニングチーム） 

○定型訓練の開設検討、定型外

訓練の企画 

○県連盟トレーニングチームの

統括 

○制服･記章類の正しい着用へ

の指導 

○制服･記章類の正しい着用へ

の指導 

○制服･記章類の正しい着用へ

の指導 

○論争の調停、協働への仲介･

支援（役割分担による協働促

進、内外の調停） 

○論争の調停、協働への仲介･

支援（役割分担による協働促

進、内外の調停） 

○他地区との協力と協調 

○他団体との協力 

○関係諸機関への協力及び支援

依頼 

○論争の調停、協働への仲介･

支援（役割分担による協働促

進、内外の調停） 

○他県連盟との協力と協調 

○他団体との協力 

○関係諸機関への協力及び支援

依頼 

 

②コミッショナーの活動に関するハンドアウト「各種書式」によるコミッショナーの

具体的な活動の説明 

 

（２）団、隊への支援活動の観点 

①各団、各隊が抱える問題を解決に導くための支援を行う。（問題解決への支援） 

②各団、各隊の活動がより効果的なものに改善されるための支援を行う。（前進的事業

への支援） 

（３）コミッショナー業務の流れ 

 情報収集・現状把握～施策的評価まで、各種コミッショナーの役割分担と情報の流れ、

施策決定のプロセスについて説明する。 

（資料「コミッショナー業務の流れ（概要）」参照） 

①情報収集・現状把握から施策的評価までの一連の業務の流れ 

②各局面のポイント、方法・考え方など 

（４）団、隊への支援の流れ 

 各種コミッショナーの任務・業務支援を実施するための情報・意見の収集や関係組織

の施策実施に向けての連携について説明する。 

（資料「各種コミッショナーと組織の関連」§2「組織について」で使用した資料参照） 

①団、隊への支援と地区、県連盟の施策実施 

②地区、県連盟の意思決定の関与 

③各種コミッショナーの業務と関係組織との関連 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）地区事業、県連盟事業、日本連盟事業は、突き詰めて言えばスカウト教育の現場で

ある団、隊への支援に向けて実施されている。 

（２）各種コミッショナーは、隊・団の問題点や要望・意見等について直接団、隊へのア

ドバイス、指導で解決しようとするだけでなく、特に他の団や地区等に共通するも

のやスケールメリットにより効果の大きいものについては、地区、県連盟、日本連

盟を通じて、各種の事業として支援策を立案し展開することが重要である。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

§５ 団と隊 
                  第１日 １９時００分～２１時００分（１２０分間） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１． 団、隊の組織と機能を説明できる。 

２． 団・隊運営の問題点を抽出できる。 

 

指導上のねらい 

１．コミッショナーとして団委員会の役割と機能を明確に理解させ、支援を行う場合にわか

りやすく説明できるようにする。 

２．コミッショナーとして隊指導者（特に隊長）の役割を明確に理解させ、支援を行う場合

にわかりやすく説明できるようにする。 

３．団と隊の関連（団委員会は隊活動への支援をすることが主たる役割であること等）につ

いてわかりやすく説明できるようにする。 

４．団はスカウト教育を実施する身近で有効な組織であることを理解させる。 

５．隊は、スカウトに直接関わり、指導できる身近で最小の組織（単位）であることを理解

させる。 

６．育成会は団を有形・無形で支える有力な助っ人であり、いろいろな方法で支援を受けら

れるように努力する必要があることを理解させる。 

７．団、隊の組織と機能を理解することで、支援するための基本的情報となる団・隊運営の

問題点を抽出できるようにする。 

 

スタッフの仕事（依頼事項） 

グループ作業時に、各グループ員が§担当者の説明を十分に理解しているかを読み取りな

がら、課題に沿って討議、検討がされているかに注目をする。 

 

準備品(資材・資料) 

・日本連盟発行図書「団の運営と団委員会」 

・ハンドアウト「課題資料：団、隊の現状（武庫川第９９団）」（Ｐ.28 参照） 

・ワークシート（Ｐ.29 参照） 

 

セッション運営要項作成にあたって                   

１．セッションの概要と展望 

（１）スカウティングを実施する最大の組織は団である。団は複数の隊を設置し、隊指導

者によりスカウティングのプログラム活動を実施している。 

（２）すべてのコミッショナーは、団と隊の機能と関連を十分に理解している必要がある。 

（３）団、隊の組織と機能を理解することにより、団・隊運営の問題点が明確になり、良

い運営に向けての支援ができる。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）団の組織 

①団委員会の役割と機能 

・団の構成と定義について （教育規程３-１,３-２） 

②団委員長と団委員について 

・団委員長の選任と任期、団委員長の資格 （教育規程３-１０、３-１１） 

・団委員長の任務 （教育規程３-１１） 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

③育成会の役割と機能 

・育成会の設立とその任務について （教育規程３-３、３-４） 

・育成会の組織と運営について （教育規程３-５、３-６） 

（２）隊指導者 

①隊指導者の役割 

・各課程別指導者の役割の違い（スカウトの違い）  

…（教育規程３-１６以降、課程別） 

② 隊指導者の資格と要件 

・隊指導者に共通するものと課程別による違い …( 同 上 )  

③ 隊指導者の選任と任命 

・隊指導者に共通するものと課程別による違い …( 同 上 )  

（３）団委員会と隊指導者の連携 

①団会議の構成と機能 （教育規程３-１５） 

②団委員会の構成と機能（任務） （教育規程３-７～９） 

③団会議と団委員会の連携 

・団会議と団委員会の違いは 

・果たすべき役割の違いは…目的･目標の違い、機能の違い、構成員の違い 

・同じ目的、目標に向かっての役割の違い 

（４）グループ作業 

①課題の説明 

 

 

  

 

 

 

 

 

②グループ作業の実施 

・「課題資料:団、隊の現状」より、このケーススタディの団、隊における問題点

を洗い出す。 

※幅広い観点より考察を行い、多方面での問題点の抽出を心掛けるようにア

ドバイスを行う。ワークシートの各項目の「標準」欄に対応する「現状・

問題点」の記述を行なう。 

・抽出された問題点を解決するにあたり、「団委員会」「隊指導者」あるいは「団

委員会と隊指導者の協同」の解決主体を検討し、ワークシートの「解決主体」

の欄の該当する主体に○印で囲む。 

※分類を行うには、団委員の役目についての十分な理解が必要であるため、

§の講義内容、教育規定等を参照するようにアドバイスを行う。特に、解

決のための具体的な取組み内容は異なるが「協同」で行うものについて丁

寧に説明する。 

③グループ作業の発表 

※分類、発表時にそれぞれの役務を混同していないか、現状の団、隊の運営

方法に引きずられていないかに注意しながら各グループの発表を分析、評

価する。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）グループ作業の発表をもとにセッション担当者が講評を行う。 

（２）団委員会及び隊指導者のそれぞれの役割を各自が再確認するとともに、ともに連携

することが重要である。 

＜課題＞ 

配布した「課題資料：団、隊の現状」資料を確認し、問題と思われる点を抽

出して下さい。 

また、その問題点を解決するためには、「団委員会」「隊指導者」あるいは「団

委員会と隊指導者の協同」のうち、どこが主体となることが望ましいと思い

ますか。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

§６ コミッショナーの活動と評価 
                  第２日  ９時００分～１８時３０分（５７０分間） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．団運営に対する支援ができる。 

２．隊運営に対する支援ができる。 

３．日常業務を進める上で必要なコミッショナー間の連携ができる。 

４．日常業務を進める上で必要な組織との連携ができる。 

５．各種コミッショナーの活動計画の立案と評価ができる。 

 

 

指導上のねらい 

１．現実に近い形で演習を行うことにより、コミッショナー相互の協力体制、組織との連携

が必要であることを理解させる。 

２．隊、団への支援策にはさまざまな形態や手法があり、コミッショナーはそれらを効果的

に活用し隊、団への支援を行うことを理解させる。 

３．コミッショナーの活動は隊、団の現状を把握することから始まることを理解させる。 

４．隊･団への支援において、指導者の確保、養成に関わることが多くかつ重要であることを

理解させる。 

５．定型訓練の訓練目標や内容を理解し、訓練・研修のニーズが満たされるかどうか判断で

きなければならないことを理解させる。 

６．活動計画の立案に当たっては、コミッショナーグループ内での計画内容の評価が重要で

あり、相互評価ができるようにする。 

 

スタッフの仕事（依頼事項） 

・チューターによる個人作業､グループ作業の支援 

・チューターは、グループ作業、意見の交換等でグループによる相乗効果が生まれるよう

に工夫･支援を行なう。 

・作業の進捗状況を考慮し、昼食時間、休憩時間は適宜とる。 

 

準備品(資材・資料) 

・ハンドアウト「情報収集のための各資料の作成方法等（参考）」（Ｐ.29 参照） 

・所員用資料「グループ作業の進め方」（Ｐ.30 参照） 

・ワークシート①「問題点の抽出」（Ｐ.31 参照） 

・ワークシート②「原因と思われる事項と解決への糸口」（Ｐ.31 参照） 

・ワークシート③「解決策の策定その１」（Ｐ.32 参照） 

・ワークシート④「解決策の策定その２」（Ｐ.32 参照） 

・イントレイエクササイズ資料（地区、団の現状に関する資料） ※ 本資料の事前配付不可 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望 

（１）コミッショナーの日常業務（情報収集・現状把握～施策的評価）を実際に演習とし

て行なう。 

（２）コミッショナーの支援の方法はさまざまなものがあり、柔軟な対応が必要であるこ

とを指導する。 

（３）問題解決のためには、問題点の原因となっている事項を正確に把握することが重要

である。 

（４）コミッショナーの活動計画は、その目的目標を明確にしたものとする。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）グループ作業の説明 

・資料「グループ作業の進め方」により作業について説明する。 

（２）情報収集 

（３）現状把握 

（４）問題点抽出その１個人作業 

（５）問題点抽出その２グループ作業 

（６）問題点抽出その３グループ発表 

（７）原因追求その１グループ作業 

（８）原因追求その２グループ発表 

（９）解決策策定その１グループ作業 

（10）解決策策定その２個人作業 

（11）解決策策定その３発表 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）コミッショナーの業務は、コミッショナーグループだけで実施されるものではなく、

運営組織と密接な関係を持って進める必要がある。 

（２）コミッショナーの考え方だけではなく、運営組織を構成する人々の意見や考えも重

要である。 

（３）コミッショナーがその業務を効果的に進めるためには、周囲の人々と円滑な人間関

係を築くことが必要である。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

§７ コミッショナーに求められる資質 
                  第３日 ９時００分～１１時００分（１２０分間） 

 

目 標 

参加者は、このセッション終了時に次のことが達成できる。 

１．任務を果たす上で必要な知識、技能、態度を知る。 

２．任務を果たす上で自己に不足する知識、技能、態度を身につけるための自己研修計画

を立案できる。 

 

 

指導上のねらい 

１．本コースのセッションを通じて自己に不足する知識、技能、態度について検討すること

により、今後の自己研修意欲を高める。 

２．コミッショナーに求められる知識、技能、態度はスカウティングを遂行するに必要な基

本的な知識、技能、態度とコミッショナー特有の知識、技能、態度があることを理解さ

せる。 

３．自己研修計画を作成し、よりよいコミッショナーに向けての目標設定を行ない、実践が

できるようにさせる。 

 

スタッフの仕事（依頼事項） 

 

 

準備品(資材・資料) 

・ワークシート「課題記入用紙」（Ｐ.33 参照） 

 

 

セッション運営要項作成にあたって 

１．セッションの概要と展望 

（１）コミッショナーに必要な知識、技能、態度は多岐に亘る。また、個人の特性・適性

等もある。 

（２）もっとも重要なことは、スカウティングに対する正しい知識と、隊・団を通じてス

カウトたちに正しいスカウティングに触れさせることにより、彼らの成長を促した

いという強い意志が必要である。 

（３）支援には適切な評価と判断、そして次につなげるアクションが必要であることに気

づくようにする。適切な評価には、評価を可能にする知識、技能、態度の裏づけが

必要であること。現状に甘んじず、自己研鑽の必要性とコミュニケーションを通じ

た周りからの信頼、自分自身の自覚が必要であることを学べるようにする。 

 

２．訓練目標を達成するために伝えること・実施すること 

（１）グループ作業 

・次の課題について、グループで討議する。 

・出し合ったものは、各自のノートに記述する。 

※ポストイット等を利用し、多くの意見を出し合い、グループ化し、集約し

た後に討議を行なう方法でも良い。 

 

 

 

 

 

課題： 

コミッショナーに必要と思われる知識、技能、態度には、どのようなものがありますか。

グループで話し合って下さい。 

できる限り、具体的かつ簡潔にあらわしてください。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

（２）個人作業① 

・グループ作業の課題で出し合ってノートに記述した事項について、各自で次の

区分により自己評価する。 

  ◎：十分備わっていると思う 

  ○：備わっていると思う 

  △：やや備わっていない（不十分である）と思う 

  ×：備わっていないと思う 

（３）個人作業② 

・グループで話し合った内容、自己評価した結果及び本コース中に気付いた内容

等を参考に、自己研修計画を立てる。 

・チューターは支援を行い、自己研修計画の内容について確認する。 

※解決（身に付ける）方法の記載は基本的には、コミッショナーにとって必

要なものだけでよいが、指導者にも共通するものも、同様に解決（身に付

ける）方法を記入する。 

※「達成を確認する（できる）具体的な基準」は達成を自己でも確認できる

ベンチマークの設定である。 

※結果、経過報告については、本コース後の「自己課題」研修とし、地区、

県連盟コミッショナーへの報告内容とする。 

 

３．セッションのまとめと確認事項 

（１）コミッショナーに求められる資質は、さまざまである。 

（２）常に謙虚な姿勢で、自己を高め、地域のスカウティングのために努力が求められて

いる。 

（３）自己研修計画は、定期的に評価・反省を行ない、進捗度合いと方向性の確認ができ、

より良い結果へつなげる。 
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コミッショナー研修所 所員用ハンドブック 

 

                      

閉所式プログラム                  （３０分） 

  

１．開式のことば 

  ２．修了証授与 

  ３．所長挨拶 

  ４．主催者挨拶 

  ５．来賓挨拶 

  ６．来賓紹介 

  ７．連盟歌斉唱 

  ８．国旗儀礼（国旗降納） 

  ９．閉式のことば 

 

  

 ねらい 

 ・ 参加者に本コースで学習したことを自団に生かし、よりよいコミッショナー業務への意欲と自

信、心構えについて改めて確認させる場とする。 

  

  

留意点 

・ コミッショナー研修所を終えるのに相応しい場所を選定する。 

・ 国旗降納の際は、国旗を掲揚柱から外し、所長に返納する。 

 

 

 準備品 

・ コミッショナー研修所修了証 

・ 閉所式式次第 

・ 参加者名簿 

・ 参加者への返却品 

 

 

 

22



 



 

 

  

  

  

ハンドアウト 

ワークシート 
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